
東海旅客鉄道株式会社ＩＣカード乗車券運送約款の一部改正（利用エリアの拡大等に伴う改正） 

現行 改正 

（前略） 

（適用範囲） 

第２条 ＩＣカード乗車券による当社線に係る旅客の運送及びＴＯＩＣＡ

乗車券等についてのサービス内容とご利用条件は、この約款の定めると

ころによります。ただし、ＩＣカード乗車券をＥＸサービス運送約款（平

成 20 年３月社通達第 73 号）第２条第１項第 15号に定めるＥＸ－ＩＣカ

ード等として使用する場合（以下「ＥＸ－ＩＣカード等としての使用」と

いいます。）については、ＥＸサービス運送約款の定めるところによりま

す。 

（中略） 

３ この約款に定めていない事項については、別に定めるものによります。 

（注）別に定めるもののうち主なものは、以下のとおりです。 

(1) 東海旅客鉄道株式会社旅客営業規則（昭和 62 年４月東海旅客鉄道株

式会社公告第１号。以下「旅客規則」といいます。） 

（中略） 

(10) ＥＸサービス運送約款（平成 20年３月社通達第 73 号。以下「ＥＸ

約款」といいます。） 

（中略） 

（用語の意義） 

第３条 この約款における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりと

します。 

(1) 「当社線」とは、当社の経営する鉄道線をいいます。（ＴＯＩＣＡ定

期券の発売） 

（中略） 

(14) 「乗車券類等」とは、ＴＯＩＣＡ乗車券用の自動券売機によりＳＦ

と引き換えに発売する旅客規則に定める乗車券類及び入場券、並びに

当社が別に認めたものをいいます。 

（中略） 

（契約の成立時期及び適用規定） 

第４条 ＴＯＩＣＡ乗車券に関する契約の成立時期は、ＴＯＩＣＡ乗車券

を購入したときとします。ただし、ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能付

き）に関する契約の成立時期は、当該ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能

付き）を発行したときとします。 

（前略） 

（適用範囲） 

第２条 ＩＣカード乗車券による当社線に係る旅客の運送及びＴＯＩＣＡ

乗車券等についてのサービス内容とご利用条件は、この約款の定めると

ころによります。ただし、ＩＣカード乗車券をＥＸサービス運送約款（平

成 20 年３月社通達第 73 号。以下「ＥＸ約款」といいます。）第２条第１

項第 15 号に定めるＥＸ－ＩＣカード等として使用する場合（以下「ＥＸ

－ＩＣカード等としての使用」といいます。）については、ＥＸ約款の定

めるところによります。 

（中略） 

３ この約款に定めていない事項については、別に定めるものによります。 

（注）別に定めるもののうち主なものは、以下のとおりです。 

(1) 東海旅客鉄道株式会社旅客営業規則（昭和 62 年４月東海旅客鉄道株

式会社公告第１号。以下「旅客規則」といいます。） 

（中略） 

(10) ＥＸ約款 

 

（中略） 

（用語の意義） 

第３条 この約款における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりと

します。 

(1) 「当社線」とは、当社の経営する鉄道線をいいます。（ＴＯＩＣＡ定

期券の発売） 

（中略） 

(14) 「乗車券類等」とは、当社が別に定めるＴＯＩＣＡ乗車券用の自動

券売機によりＳＦと引き換えに発売する旅客規則に定める乗車券類及

び入場券、並びに当社が別に認めたものをいいます。 

（中略） 

（契約の成立時期及び適用規定） 

第４条 ＴＯＩＣＡ乗車券に関する契約の成立時期は、ＴＯＩＣＡ乗車券

を購入したときとします。ただし、ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能付

き）に関する契約の成立時期は、当該ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能

付き）を発行したときとします。 
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２ 個別の運送契約の成立時期は、駅において乗車の際に自動改札機によ

る改札を受けたときとします。（ＴＯＩＣＡ定期券における定期乗車券の

機能を除きます。）また、第８条第３項の規定により乗車券類等との引換

えに使用する場合には、乗車券類等その契約に関する証票の交付を受け

たときとします。 

（中略） 

（利用エリア） 

第７条 当社線におけるＴＯＩＣＡ乗車券の利用エリア（以下「利用エリ

ア」といいます。）は別表第１に定める範囲とし、発着、経由とも利用エ

リアを越えてのご利用はできません。 

２ 前項の規定にかかわらず、当社以外の交通事業者（以下「他社」といい

ます。）が経営する路線（以下「他社線」といいます。）のうち別表第１の

２に定めるものに乗車する場合であって、当該別表に定める接続駅にお

いて当社線と乗り継ぐときは、当該他社線と利用エリアをまたがって乗

車することができます。 

３ 第１項の規定にかかわらず、第 32 条第２項又は第３項の規定により発

売するＴＯＩＣＡ定期券は、当該ＴＯＩＣＡ定期券の有効期間内に券面

表示区間内においてご利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（使用方法） 

第８条 ＴＯＩＣＡ乗車券を使用して乗車するときは、同一のＴＯＩＣＡ

２ 個別の運送契約の成立時期は、駅において乗車の際に自動改札機によ

る改札を受けたときとします（ＴＯＩＣＡ定期券における定期乗車券の

機能を除きます。）。また、第８条第３項の規定により乗車券類等との引

換えに使用する場合には、乗車券類等その契約に関する証票の交付を受

けたときとします。 

（中略） 

（利用エリア） 

第７条 当社線におけるＴＯＩＣＡ乗車券の利用エリア（以下「利用エリ

ア」といいます。）は別表第１に定める範囲とし、発着、経由とも利用エ

リアを越えてＴＯＩＣＡ乗車券を使用して乗車することはできません。 

２ 前項の規定にかかわらず、当社以外の交通事業者（以下「他社」といい

ます。）が経営する路線（以下「他社線」といいます。）のうち別表第１の

２に定めるものに乗車する場合であって、当該別表に定める接続駅にお

いて当社線と乗り継ぐときは、当社線と当該他社線とをまたがってＴＯ

ＩＣＡ乗車券を使用して乗車することができます。 

３ 第１項の規定にかかわらず、第 32 条第２項又は第３項の規定により発

売するＴＯＩＣＡ定期券を所持する旅客は、当該ＴＯＩＣＡ定期券の有

効期間内に券面表示区間内において、当該ＴＯＩＣＡ定期券を使用して

乗車することができます。 

４ 第１項の規定にかかわらず、利用エリアのうち身延線中甲府・鰍沢口

間（以下「身延線北部エリア」といいます。）の各駅と利用エリアのうち

身延線北部エリア以外の各駅との相互間については、身延線中鰍沢口・

西富士宮間を通過してＴＯＩＣＡ乗車券を使用して乗車することができ

ます。この場合、落居・沼久保間の各駅で出場することはできません。 

５ 第１項の規定にかかわらず、別表第２に定める各駅（以下「ＴＯＩＣＡ

乗車券乗降可能駅」といいます。）において入場又は出場する旅客は、次

の各号により、ＴＯＩＣＡ乗車券を使用して乗車することができます。 

(1) ＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅相互間を乗車する場合 

(2) 利用エリア内の各駅とＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅との相互間を乗

車する場合。ただし、入場又は出場する利用エリア内の駅が高山本線

中岐阜・美濃太田間の各駅以外の駅である場合は、高山本線に運転す

る特別急行列車に乗車するときに限ります。 

（使用方法） 

第８条 ＴＯＩＣＡ乗車券を使用して乗車するときは、同一のＴＯＩＣＡ
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乗車券により旅行開始駅及び旅行終了駅で自動改札機による改札を受け

て入場及び出場しなければなりません。 

（中略） 

３ 第１項の規定にかかわらず、ＴＯＩＣＡ乗車券（定期乗車券の機能の

みを持つＴＯＩＣＡ定期券を除きます。）は、次の各号により使用するこ

とができます。 

(1) ＴＯＩＣＡ乗車券用の自動券売機で、ＴＯＩＣＡ乗車券に記録され

ているＳＦと乗車券類等とを引き換えること 

（中略） 

（発売箇所） 

第９条 当社におけるＴＯＩＣＡ乗車券の発売箇所は、当社が別に定めま

す。ただし、ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能付き）は、ＥＸ約款第１

条第３項にいう「ＥＸサービス公式ウェブサイト」に掲げる会員規約等

（以下「ＥＸサービス規約」といいます。）に基づき取り扱うものとしま

す。 

（中略） 

（ご利用条件等） 

第 10 条 １回の乗車につき、２枚以上のＴＯＩＣＡ乗車券を同時に使用す

ることはできません。 

（中略） 

３ 次の各号の１に該当する場合には、ＴＯＩＣＡ乗車券は自動改札機で

使用することができません。 

(1) 出場時に、当該ＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦ残額が、第 20 条又は第 33

条の規定により減額する片道普通旅客運賃相当額に満たないとき 

（中略） 

(5) 国府津駅における入場時に、当該ＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦ残額が別

に定める額に満たないとき。ただし、ＴＯＩＣＡ定期券を使用する場

合であって、当該ＴＯＩＣＡ定期券の有効期間内に券面表示区間内の

駅から入場する場合を除きます。 

（中略） 

（ＳＦ利用履歴の確認） 

第 17 条 旅客は、ＴＯＩＣＡ乗車券の利用履歴を当社が別に定めるＴＯＩ

ＣＡ乗車券用の自動券売機又は自動精算機により次の各号に定めるとお

り確認することができます。 

乗車券により旅行開始駅及び旅行終了駅で自動改札機による改札を受け

て入場及び出場しなければなりません。 

（中略） 

３ 第１項の規定にかかわらず、ＴＯＩＣＡ乗車券（定期乗車券の機能の

みを持つＴＯＩＣＡ定期券を除きます。）は、次の各号により使用するこ

とができます。 

(1) 当社が別に定めるＴＯＩＣＡ乗車券用の自動券売機で、ＴＯＩＣＡ

乗車券に記録されているＳＦと乗車券類等とを引き換えること 

（中略） 

（発売箇所） 

第９条 当社におけるＴＯＩＣＡ乗車券の発売箇所は、当社が別に定めま

す。ただし、ＥＸ－ＩＣカード（ＴＯＩＣＡ機能付き）は、ＥＸ約款第１

条第３項にいうＥＸサービス公式ウェブサイトに掲げる会員規約等（以

下「ＥＸサービス規約」といいます。）に基づき取り扱うものとします。 

 

（中略） 

（ご利用条件等） 

第 10 条 １回の乗車につき、２枚以上のＴＯＩＣＡ乗車券を同時に使用す

ることはできません。 

（中略） 

３ 次の各号の１に該当する場合には、ＴＯＩＣＡ乗車券は自動改札機で

使用することができません。 

(1) 出場時に、当該ＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦ残額が、第 20 条又は第 33

条の規定により減額する片道普通旅客運賃相当額に満たないとき 

（中略） 

(5) 国府津駅及び甲府駅における入場時に、当該ＴＯＩＣＡ乗車券のＳ

Ｆ残額が別に定める額に満たないとき。ただし、ＴＯＩＣＡ定期券を

使用する場合であって、当該ＴＯＩＣＡ定期券の有効期間内に券面表

示区間内の駅から入場する場合を除きます。 

（中略） 

（ＳＦ利用履歴の確認） 

第 17 条 旅客は、ＴＯＩＣＡ乗車券の利用履歴を当社が別に定めるＴＯＩ

ＣＡ乗車券用の自動券売機又は自動精算機により次の各号に定めるとお

り確認することができます。 
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(1) 利用履歴の内容は、ＳＦを使用して乗車し、精算し、又は乗車券類

等との引換えを行った場合の取扱箇所又は普通旅客運賃収受対象区

間、取扱月日及び取扱後のＳＦ残額、チャージを行った場合の取扱月

日及び取扱後のＳＦ残額、並びにＳＦを使用して商品購入等を行った

場合の取扱月日及び取扱後のＳＦ残額とします。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡのＳＦの減額） 

第 20 条 ＴＯＩＣＡを第８条第１項の規定により使用する場合、出場時に

ＴＯＩＣＡのＳＦから当該乗車区間の片道普通旅客運賃を減額します。

この場合、小児用ＴＯＩＣＡにあっては小児の片道普通旅客運賃を、そ

の他のＴＯＩＣＡにあっては、大人の片道普通旅客運賃を減額します。 

２ 前項の規定により減額する片道普通旅客運賃は、利用エリア及び東海

道本線中国府津・熱海間の範囲内において最も低廉となる運賃計算経路

により計算します。 

 

（注）東海道本線中国府津・熱海間は利用エリア外です。 

 

 

 

 

 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ定期券の発売） 

第 32条 当社線内完結となる定期乗車券を搭載したＴＯＩＣＡ定期券の購

入の申し出があった場合は、経路及び区間が利用エリア内であるときに

限って、旅客規則第 35 条に定める通勤定期乗車券、同第 36 条に定める

通学定期乗車券（同条第４項に定める実習用通学定期乗車券を除きま

す。）を搭載したＴＯＩＣＡ定期券を発売します。 

２ 他の旅客鉄道会社線にまたがる定期乗車券を搭載したＴＯＩＣＡ定期

券の購入の申し出があった場合は、当社線の経路及び区間が利用エリア

内であり、かつ他の旅客鉄道会社線の経路及び区間が別に定める範囲内

であるときに限って、旅客規則第 35 条に定める通勤定期乗車券、同第 36

条に定める通学定期乗車券（同条第４項に定める実習用通学定期乗車券

を除きます。）を搭載したＴＯＩＣＡ定期券を発売します。ただし、西日

(1) 利用履歴の内容は、当該ＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦを使用して乗車し、

精算し、又は乗車券類等との引換えを行った場合の取扱箇所又は普通

旅客運賃収受対象区間、取扱月日及び取扱後のＳＦ残額、チャージを

行った場合の取扱月日及び取扱後のＳＦ残額、並びにＳＦを使用して

商品購入等を行った場合の取扱月日及び取扱後のＳＦ残額とします。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡのＳＦの減額） 

第 20 条 ＴＯＩＣＡを第８条第１項の規定により使用する場合、出場時に

ＴＯＩＣＡのＳＦから当該乗車区間の片道普通旅客運賃を減額します。

この場合、小児用ＴＯＩＣＡにあっては小児の片道普通旅客運賃を、そ

の他のＴＯＩＣＡにあっては、大人の片道普通旅客運賃を減額します。 

２ 前項の規定により減額する片道普通旅客運賃は、利用エリア並びに東

海道本線中国府津・熱海間、身延線中鰍沢口・西富士宮間及び高山本線中

美濃太田・飛騨古川間の範囲内において最も低廉となる運賃計算経路に

より計算します。 

（注）東海道本線中国府津・熱海間、身延線中鰍沢口・西富士宮間及び高

山本線中美濃太田・飛騨古川間は利用エリア外です。 

３ 前項の規定にかかわらず、ＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅と利用エリア

のうち名古屋以遠（八田方面）の各駅、尾頭橋又は金山以遠（熱田方面）

の各駅との相互間に乗車する場合に減額する片道普通旅客運賃は、東海

道本線・岐阜・高山本線を経由する運賃計算経路により計算します。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ定期券の発売） 

第 32 条 当社線内完結となる定期乗車券を搭載したＴＯＩＣＡ定期券の

購入の申し出があった場合は、経路及び区間が利用エリア内であるとき

に限って、旅客規則第 35 条に定める通勤定期乗車券、同第 36 条に定め

る通学定期乗車券（同条第４項に定める実習用通学定期乗車券を除きま

す。）を搭載したＴＯＩＣＡ定期券を発売します。 

２ 他の旅客鉄道会社線にまたがる区間の定期乗車券を搭載したＴＯＩＣ

Ａ定期券の購入の申し出があった場合は、当社線の経路及び区間が利用

エリア内であり、かつ他の旅客鉄道会社線の経路及び区間が別に定める

範囲内であるときに限って、旅客規則第 35 条に定める通勤定期乗車券、

同第 36 条に定める通学定期乗車券（同条第４項に定める実習用通学定期

乗車券を除きます。）を搭載したＴＯＩＣＡ定期券を発売します。ただし、
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本旅客鉄道株式会社線にまたがるＴＯＩＣＡ定期券にあっては、身体障

害者規則、知的障害者規則及び精神障害者規則による割引の定期乗車券

を除きます。 

３ 連絡運輸となる定期乗車券を搭載したＴＯＩＣＡ定期券の購入の申し

出があった場合は、近畿日本鉄道株式会社との連絡運輸となるもののう

ち名古屋駅又は桑名駅を接続駅とするもの（ただし、身体障害者規則、知

的障害者規則及び精神障害者規則による割引の定期乗車券を除きま

す。）、愛知環状鉄道株式会社との連絡運輸となるもの、小田急電鉄株式

会社との連絡運輸となるもの、伊豆急行株式会社との連絡運輸となるも

の、伊豆箱根鉄道株式会社との連絡運輸となるもののうち小田原駅を接

続駅とするもの又は株式会社小田急箱根との連絡運輸となるものである

ときに限って、連絡規則第 24 条に定める通勤定期乗車券、同第 25 条に

定める通学定期乗車券（同条第４項に規定する実習用通学定期乗車券を

除きます。）を搭載したＴＯＩＣＡ定期券を発売します。 

 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ定期券のＳＦの減額） 

第 33条 ＴＯＩＣＡ定期券の有効期間内に券面表示区間と券面表示区間外

とをまたがって乗車する場合は、当該券面表示区間外の区間は、旅客規

則第 247 条に定める別途乗車として取り扱い、出場時にＴＯＩＣＡ定期

券のＳＦから別途乗車区間に対する第 20条の規定により計算した片道普

通旅客運賃を減額します。この場合、小児用ＴＯＩＣＡ定期券にあって

は小児の片道普通旅客運賃を、その他のＴＯＩＣＡ定期券にあっては、

大人の片道普通旅客運賃を減額します。ただし、第 32 条第２項又は第３

項の規定により発売したＴＯＩＣＡ定期券（愛知環状鉄道株式会社との

連絡運輸となるものは除きます。）で券面表示区間外を乗車する場合であ

って、入場又は出場する駅が利用エリア外であるときは、ＴＯＩＣＡ定

期券のＳＦの減額は行わず、第 10 条第３項第４号に該当するものとして

取り扱います。 

 

（中略） 

（利用エリアと他社線を乗り継ぐ場合等の使用方法） 

第 45 条の２ 利用エリアと他社線を乗り継ぐ場合の使用方法は、第８条第

１項の規定を準用し、接続駅の自動改札機により、利用エリアと他社線

西日本旅客鉄道株式会社線にまたがる区間のＴＯＩＣＡ定期券にあって

は、身体障害者規則、知的障害者規則及び精神障害者規則による割引の

定期乗車券を除きます。 

３ 連絡運輸となる定期乗車券を搭載したＴＯＩＣＡ定期券の購入の申し

出があった場合は、当社線の経路及び区間が利用エリア内であり、かつ

近畿日本鉄道株式会社との連絡運輸となるもののうち名古屋駅又は桑名

駅を接続駅とするもの（ただし、身体障害者規則、知的障害者規則及び精

神障害者規則による割引の定期乗車券を除きます。）、愛知環状鉄道株式

会社との連絡運輸となるもの、小田急電鉄株式会社との連絡運輸となる

もの、伊豆急行株式会社との連絡運輸となるもの、伊豆箱根鉄道株式会

社との連絡運輸となるもののうち小田原駅を接続駅とするもの又は株式

会社小田急箱根との連絡運輸となるものであるときに限って、連絡規則

第 24 条に定める通勤定期乗車券、同第 25 条に定める通学定期乗車券（同

条第４項に規定する実習用通学定期乗車券を除きます。）を搭載したＴＯ

ＩＣＡ定期券を発売します。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ定期券のＳＦの減額） 

第 33条 ＴＯＩＣＡ定期券の有効期間内に券面表示区間と券面表示区間外

とをまたがって乗車する場合は、当該券面表示区間外の区間は、旅客規

則第 247 条に定める別途乗車として取り扱い、出場時にＴＯＩＣＡ定期

券のＳＦから別途乗車区間に対する第 20条の規定により計算した片道普

通旅客運賃を減額します。この場合、小児用ＴＯＩＣＡ定期券にあって

は小児の片道普通旅客運賃を、その他のＴＯＩＣＡ定期券にあっては、

大人の片道普通旅客運賃を減額します。ただし、第 32 条第２項又は第３

項の規定により発売したＴＯＩＣＡ定期券（愛知環状鉄道株式会社との

連絡運輸となるものは除きます。）で券面表示区間外を乗車する場合であ

って、入場又は出場する駅が利用エリア内の各駅及びＴＯＩＣＡ乗車券

乗降可能駅のいずれにも該当しないときは、ＴＯＩＣＡ定期券のＳＦの

減額は行わず、第 10 条第３項第４号に該当するものとして取り扱いま

す。 

（中略） 

（当社線と他社線を乗り継ぐ場合等の使用方法） 

第 45 条の２ 当社及び他社が共同で使用する駅（以下「共同使用駅」とい

います。）で当社線と他社線を乗り継ぐ場合の使用方法は、第８条第１項
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それぞれの入場及び出場に必要な改札を受けなければなりません。ただ

し、次の各号に定める場合を除きます。 

 

（中略） 

２ 当社及び他社が共同で使用する駅のうち別表第７に規定する駅で入場

する場合であって、他社線のみに乗車するときは、当該駅の自動改札機

により入場した後に、当該他社の定める方法により乗車しなければなり

ません。この場合、第 29 条第２項の規定にかかわらず、当該駅の入場料

金相当額は収受しません。 

３ 他社線に乗車する場合であって、別表第７に規定する駅で出場すると

きは、当該他社の定める方法により降車した後に、当該駅の自動改札機

により出場しなければなりません。この場合、第 29条第２項の規定にか

かわらず、当該駅の入場料金相当額は収受しません。 

（利用エリアと他社線をまたがって乗車する場合等のＳＦの減額） 

第 45 条の３ 旅客が第７条第２項の規定により乗車する場合は、出場駅に

おいて、第 20 条又は第 33 条の規定による当社の普通旅客運賃と当該他

社の定める普通旅客運賃との合算額をＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦから減額

します。なお、この場合であって、旅客が他社線を通過し、前後の当社線

にまたがって乗車するときの当社線の普通旅客運賃は、前後の区間それ

ぞれの普通旅客運賃の合算額となります。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ乗車券以外のＩＣカード乗車券による乗車等の取扱方） 

第 46 条 ＴＯＩＣＡ乗車券以外のＩＣカード乗車券のうち、次の各号に掲

げるものについては、利用エリア内（第 35条の２の規定により乗車する

場合の新幹線を含みます。以下本条において同じです。）において乗車等

の取扱いを行います。 

(1) 北海道旅客鉄道株式会社が発行したＫｉｔａｃａ乗車券及びＫｉｔ

ａｃａ定期乗車券 

（中略） 

(9) 西日本旅客鉄道株式会社が発売したＩＣＯＣＡ及びＩＣＯＣＡ定期

券 

（中略） 

２ 前項の規定にかかわらず、前項各号に掲げるＩＣカード乗車券のうち、

他社線において使用資格者を限定して普通旅客運賃に割引を適用するＩ

の規定を準用し、当該駅の自動改札機により、当社線と他社線それぞれ

の入場及び出場に必要な改札を受けなければなりません。ただし、次の

各号に定める場合を除きます。 

（中略） 

２ 共同使用駅のうち別表第７に規定する駅で入場する場合であって、他

社線のみに乗車するときは、当該駅の自動改札機により入場した後に、

当該他社の定める方法により乗車しなければなりません。この場合、第

29 条第２項の規定にかかわらず、当該駅の入場料金相当額は収受しませ

ん。 

３ 他社線に乗車する場合であって、共同使用駅のうち別表第７に規定す

る駅で出場するときは、当該他社の定める方法により降車した後に、当

該駅の自動改札機により出場しなければなりません。この場合、第 29 条

第２項の規定にかかわらず、当該駅の入場料金相当額は収受しません。 

（当社線と他社線をまたがって乗車する場合のＳＦの減額） 

第 45 条の３ 旅客が第７条第２項の規定により乗車する場合は、出場駅に

おいて、第 20 条又は第 33 条の規定による当社の普通旅客運賃と当該他

社の定める普通旅客運賃との合算額をＴＯＩＣＡ乗車券のＳＦから減額

します。なお、この場合であって、旅客が他社線を通過し、前後の当社線

にまたがって乗車するときの当社線の普通旅客運賃は、前後の区間それ

ぞれの普通旅客運賃の合算額となります。 

（中略） 

（ＴＯＩＣＡ乗車券以外のＩＣカード乗車券による乗車等の取扱方） 

第 46 条 ＴＯＩＣＡ乗車券以外のＩＣカード乗車券のうち、次の各号に掲

げるものについては、この約款の定めるところにより当社線において乗

車等の取扱いを行います。 

 

(1) 北海道旅客鉄道株式会社が発行したＫｉｔａｃａ乗車券及びＫｉｔ

ａｃａ定期乗車券 

（中略） 

(9) 西日本旅客鉄道株式会社が発行したＩＣＯＣＡ及びＩＣＯＣＡ定期

券 

（中略） 

２ 前項の規定にかかわらず、前項各号に掲げるＩＣカード乗車券のうち、

他社線において使用資格者を限定して普通旅客運賃に割引を適用するＩ
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Ｃカード乗車券は、利用エリア内において乗車等の取扱いを行いません。 

３ 第１項の規定により乗車等の取扱いを行う場合は、第４条から第８条

まで、第 10 条、第 11 条、第 15 条から第 17 条まで、第 20 条、第 21 条

第１項、第 22 条から第 25条まで、第 29条、第 30 条、第 33 条から第 37

条まで、第 42 条から第 43 条の２まで、第 45 条の２及び第 45 条の３の

規定を準用します。ただし、第 17 条に規定するＳＦ利用履歴の確認にあ

っては、利用エリア内の利用履歴以外について表示及び印字できないも

のがあります。 

（中略） 

６ 第３項の規定にかかわらず、第１項第２号、第３号及び第９号に規定

するＩＣカード乗車券のうち携帯電話機等を媒体としたものについて

は、第８条第３項、同条第４項、第 15 条及び第 17 条の規定は準用しま

せん。 

（以下略） 

別表第１（第７条第１項） 利用エリア 

線区名 区間 

東海道本線（注） 熱海・米原間及び大垣・美濃赤坂間 

御殿場線 国府津・沼津間 

身延線 富士・西富士宮間 

飯田線 豊橋・本長篠間 

武豊線 大府・武豊間 

中央本線 中津川・金山間 

太多線 多治見・美濃太田間 

高山本線 岐阜・美濃太田間 

関西本線 名古屋・亀山間 

  （注）東海道新幹線を除きます。 

（中略） 

別表第２ 削除 

 

 

（以下略） 

Ｃカード乗車券は、乗車等の取扱いを行いません。 

３ 第１項の規定により乗車等の取扱いを行う場合は、第４条から第８条

まで、第 10 条、第 11 条、第 15 条から第 17 条まで、第 20 条、第 21 条

第１項、第 22 条から第 25条まで、第 29条、第 30 条、第 33 条から第 37

条まで、第 42 条から第 43 条の２まで、第 45 条の２及び第 45 条の３の

規定を準用します。ただし、第 17 条に規定するＳＦ利用履歴の確認にあ

っては、利用エリア内及びＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅における利用履

歴以外について表示及び印字できないものがあります。 

（中略） 

６ 第３項の規定にかかわらず、第１項第２号、第３号及び第９号に規定

するＩＣカード乗車券のうち携帯情報端末を媒体としたものについて

は、第８条第３項、同条第４項、第 15 条及び第 17 条の規定は準用しま

せん。 

（以下略） 

別表第１（第７条第１項） 利用エリア 

線区名 区間 

東海道本線（注） 熱海・米原間及び大垣・美濃赤坂間 

御殿場線 国府津・沼津間 

身延線 甲府・鰍沢口間及び西富士宮・富士間 

飯田線 豊橋・本長篠間 

武豊線 大府・武豊間 

中央本線 中津川・金山間 

太多線 多治見・美濃太田間 

高山本線 岐阜・美濃太田間 

関西本線 名古屋・亀山間 

（注）東海道新幹線を除きます。 

（中略） 

別表第２（第７条の３） ＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅 

線区 ＴＯＩＣＡ乗車券乗降可能駅 

高山本線 下呂、高山、飛騨古川 

（以下略） 

附則 

この通達は、2025 年 10 月１日から施行する。 


